
№
１
３
６　
「
居
武
士
小
学
校
」
開
校
１
０
０
周
年
③

創
立
65
周
年
に
現
校
舎
が
完
成
（
２
０
１
６
年
８
月
号
）

　

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年
前
の
昭
和
41
年
に
、
居
武
士
小
学
校
創
立
50

周
年
の
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
を
は
じ
め
保
護
者
や
卒
業

生
な
ど
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
出
席
し
、
半
世
紀
の
節
目
を
盛
大

に
祝
い
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
に
は
、
ス
ケ
ー
ト
に
よ
る
児
童
の
体
力
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

学
校
と
父
母
た
ち
が
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
運
営
委
員
会
を
組
織
し
、
地
域

で
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
造
成
・
運
営
を
行
い
、
現
在
の
ス
ケ
ー
ト
指
導

の
礎
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
に
は
、
旧
校
舎
の
老
朽
化
に
よ
り
現
在
の
新
校
舎
が
建
設

さ
れ
、
翌
年
に
は
、
居
武
士
小
学
校
校
舎
落
成
・
創
立
65
周
年
記
念
式

典
が
約
２
８
０
人
の
参
加
者
に
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

写
真
＝
現
居
武
士
小
学
校
校
舎

（
居
武
士
小
学
校
開
校
90
周
年
記
念
誌
か
ら
）
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№
１
３
７　
「
居
武
士
小
学
校
」
開
校
１
０
０
周
年
④

現
在
に
も
引
き
継
が
れ
る
居
小
の
教
育
（
２
０
１
６
年
９
月
号
）

　

昭
和
58
年
、
居
小
で
は
「
新
し
い
時
代
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に

は
新
し
い
目
標
を
」
と
、
国
際
社
会
に
生
き
る
知
・
徳
・
体
の
調
和

の
と
れ
た
、
人
間
性
豊
か
な
児
童
の
育
成
を
願
い
、
新
し
い
教
育
目

標
「
自
主
的
に
と
り
く
み
、
深
く
考
え
る
子
ど
も
の
育
成
」
を
重
点

目
標
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

58
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
は
だ
し
運
動
」
や
56
年
か
ら
児
童
と

先
生
全
員
で
食
事
を
と
る
食
堂
方
式
の
「
給
食
」
な
ど
、
現
在
に
も

引
き
継
が
れ
て
い
る
活
動
は
、
昭
和
62
年
に
学
校
給
食
優
良
校
と
し

て
文
部
大
臣
表
彰
を
、
平
成
元
年
に
は
健
康
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
居
小
の
教
育
は
、
着
実
に
発
展
を
続
け

て
い
ま
す
。

写
真
＝
居
武
士
小
学
校
で
の
給
食
の
様
子
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№
１
３
８　
「
居
武
士
小
学
校
」
開
校
１
０
０
周
年
⑤

全
校
児
童
で
開
基
１
０
０
年
に
花
を
添
え
る
（
２
０
１
６
年
10
月
号
）

　

平
成
元
年
に
「
健
康
優
良
校
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
あ
と
、
平
成

２
年
に
は
「
学
校
保
健
体
育
優
良
校
」
と
し
て
、
日
本
学
校
体
育
研

究
連
合
会
か
ら
全
国
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
、
居
小
の
教
育
は
発
展

を
続
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
８
年
の
町
開
基
１
０
０
年
記
念
事
業
と
し
て
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
『
げ
ん
き
で
す
北
海
道
』」
の
公
開
録
画
に
全
校
児
童
が
出
演
し
、

「
げ
ん
き
体
操
」
を
行
う
な
ど
、
開
基
１
０
０
年
の
節
目
の
年
に
花

を
添
え
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
は
、
建
設
か
ら
約
20
年
経
過
し
た
校
舎
の
外
装
工
事

が
行
わ
れ
、
平
成
12
年
に
は
、
食
堂
が
新
築
さ
れ
る
な
ど
、
児
童
た

ち
が
快
適
に
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
＝
居
武
士
小
学
校
児
童
に
よ
る
「
げ
ん
き
体
操
」
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№
１
３
９　
「
居
武
士
小
学
校
」
開
校
１
０
０
周
年
⑥

小
規
模
校
に
こ
そ
広
が
る　
地
域
の
輪
（
２
０
１
６
年
11
月
号
）

　

居
武
士
小
学
校
と
し
て
児
童
１
４
９
人
で
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
平

成
６
年
に
は
児
童
数
が
69
人
、
平
成
16
年
に
は
48
人
と
減
少
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
小
規
模
校
だ
か
ら
で
き
る
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
特
性

に
応
じ
た
教
育
や
地
域
の
方
の
協
力
に
よ
る
地
域
盆
踊
り
や
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
、
農
業
体
験
活
動
な
ど
の
授
業
外
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
地
域
の
方
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ
、

平
成
18
年
11
月
26
日
に
は
開
校
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
式
典
や

記
念
誌
の
発
行
な
ど
、
居
武
士
小
学
校
の
輝
か
し
い
歴
史
を
感
じ
な
が

ら
、
１
０
０
周
年
に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
（
※
平
成
28
年
）
開
校
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
11
月
26

日
に
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
居
小
１
０
０
年
の
節
目
を
祝
い
ま
す
。

写
真
＝
居
小
開
校
90
周
年
記
念
式
典
で
の
児
童
の
合
唱
風
景
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№
１
４
０　
「
居
武
士
小
学
校
」
開
校
１
０
０
周
年
⑦

開
校
１
０
０
周
年　
一
年
を
通
し
て
祝
う
（
２
０
１
６
年
12
月
号
）

　

開
校
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
居
武
士
小
学
校
。
居
小
開
校
１
０
０

周
年
記
念
事
業
協
賛
会
な
ど
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
初
旬
、
校
歌
・
応
援
歌
の
Ｃ
Ｄ
録
音
や
児
童
会
企
画
で
居
小

の
１
０
０
歳
を
祝
う
誕
生
日
会
。
６
月
５
日
に
、
１
０
０
周
年
記
念

大
運
動
会
が
開
か
れ
、
日
出
町
内
会
・
日
出
実
践
会
・
大
谷
実
践
会

の
３
地
域
の
方
が
た
く
さ
ん
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
で
奮
闘
し

ま
し
た
。
運
動
会
の
後
に
は
、
校
舎
を
バ
ッ
ク
に
参
加
者
全
員
で
記

念
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
に
は
、
１
０
０
周
年
記
念
学
芸
会
、
11
月
26
日
の
「
居

小
開
校
１
０
０
周
年
記
念
式
典
」
と
続
き
、
二
世
紀
に
向
け
て
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

写
真
＝
居
小
１
０
０
周
年
記
念
大
運
動
会
で
の
記
念
撮
影
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№
１
４
１　
「
居
武
士
小
学
校
」
開
校
１
０
０
周
年
⑧

開
校
１
０
０
周
年
記
念
式
典
挙
行　
一
世
紀
を
祝
う
（
２
０
１
７
年
１
月
号
）

　

居
武
士
小
学
校
が
開
校
し
て
か
ら
、
１
０
０
年
と
い
う
歳
月
が
流

れ
、
11
月
26
日
に
開
校
１
０
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
正
５
年
に
居
武
士
教
授
場
と
し
て
誕
生
し
て
以
来
、
居
小
は
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て
、
児
童
一
人

一
人
の
育
成
を
図
る
教
育
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
約
１
，
６
０
０
人
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
児
童
や
卒
業
生
な
ど
約
２
０
０
人
が
出
席
。
１
０
０
周

年
を
記
念
し
た
行
事
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
や
歴
代
校
長
、
後
援
会
長
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈
、
全
校
児
童
に
よ
る
合
唱
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域
と

と
も
に
育
み
つ
な
い
だ
一
世
紀
の
歴
史
を
祝
い
、
未
来
へ
の
発
展
を

祈
念
す
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
＝
開
校
１
０
０
周
年
記
念
式
典
で
の
全
校
児
童
に
よ
る
合
唱
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№
１
４
２　
交
流
が
図
ら
れ
る
場　
新
長
寿
会
館
オ
ー
プ
ン
（
２
０
１
７
年
２
月
号
）

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
新
長
寿
会
館
が

１
月
13
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同
日
に
は
、
町
内
会
長
や
老

人
ク
ラ
ブ
中
央
長
寿
会
の
役
員
な
ど
が
出
席
し
、
オ
ー
プ
ン
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
寿
会
館
は
、
昭
和
43
年
に
町
内
有
志
の
呼
び
掛
け
で
、
お
年

寄
り
の
た
め
に
会
館
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
声
が
高
ま
り
、
町
内

の
多
く
の
方
か
ら
の
寄
付
を
募
り
、
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
建
築
後

47
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
い
状
態
だ
っ
た
た
め
、
建
て
替

え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
長
寿
会
館
は
、
町
内
会
や
実
践
会
の
行
事
、
小
中
学
校
の
ク

ラ
ブ
活
動
、
趣
味
サ
ー
ク
ル
の
例
会
な
ど
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
幅
広
い
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

写
真
＝
新
長
寿
会
館
、
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
と
新
長
寿
会
館
の

外
観
（
左
上
）
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№
１
４
３　
新
た
な
史
跡
標
示
板
・
保
存
樹
木
看
板
を
設
置
（
２
０
１
７
年
３
月
号
）

　

町
内
に
は
、
史
跡
が
14
か
所
、
保
存
樹
木
が
13
か
所
あ
り
ま
す
。
従

来
か
ら
看
板
が
設
置
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
木
製
お
よ
び
鉄
製
で
あ
り
、

経
年
に
よ
る
劣
化
が
進
ん
だ
た
め
、
開
基
１
２
０
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
耐
久
性
の
あ
る
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
看
板
に
更
新
。
ま
た
、
史

跡
標
示
板
に
つ
い
て
は
統
廃
合
と
な
っ
た
学
校
跡
を
新
規
に
含
め
て
看

板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

史
跡
に
は
、
平
村
エ
レ
コ
ー
ク
住
居
跡
（
実
郷
）
や
増
田
遺
跡
（
大

谷
）、
中
ノ
沢
小
・
中
学
校
跡
（
福
野
）
な
ど
、
保
存

樹
木
に
は
ハ
ル
ニ
レ
や
カ
シ
ワ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
ア
カ
マ
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
看
板
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
分
か
る
内

容
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
文
化
財
を
巡
り
、

町
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

写
真
＝
校
門
が
残
る
中
ノ
沢
小
・
中
学
校
跡
（
下
）
と
そ

の
史
跡
標
示
板
（
左
上
）
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№
１
４
４　
緑
の
大
地
の
未
来
に
向
か
っ
て　
さ
ら
な
る
発
展
を
（
２
０
１
７
年
４
月
号
）

　

緑
丘
実
践
会
開
拓
一
○
五
年
記
念
誌「
緑
の
大
地
二
○
一
五
」

が
、
こ
の
ほ
ど
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
60
年
に
編
集
さ
れ
た

開
拓
75
年
の
あ
ゆ
み
「
緑
の
大
地
」
の
発
刊
か
ら
30
年
が
経
過

し
、
平
成
24
年
の
年
末
総
会
に
お
い
て
、
緑
丘
が
開
拓
１
０
０

年
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
記
念
と
な
る
実
践
会
内
の
史

実
の
発
刊
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　

記
念
誌
に
は
、
戸
史
や
班
史
、
地
域
組
織
、
地
域
の
あ
ゆ
み

な
ど
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
記
念
誌
の
発
行
に
よ

り
、
地
域
の
歴
史
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
と
と
も
に
、「
緑
の

大
地
」
の
未
来
に
向
か
っ
て
さ
ら
な
る
発
展
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

写
真
＝
緑
丘
実
践
会
開
拓
一
〇
五
年
記
念
誌
「
緑
の
大
地
二
〇
一

五
」
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№
１
４
５　
訓
子
府
町
文
化
連
盟
設
立
10
年
㊤

文
化
の
力
で
豊
か
な
生
活
を
（
２
０
１
７
年
５
月
号
）

　

平
成
19
年
に
文
化
協
会
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
が
合
併
し
て
誕

生
し
た
訓
子
府
町
文
化
連
盟
が
、
今
年
設
立
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

文
化
連
盟
は
、
戦
後
の
生
活
が
混
乱
し
て
い
る
中
、
文
化
活
動
を
通

じ
、
心
豊
か
な
日
常
を
送
ろ
う
と
有
志
が
集
い
昭
和
27
年
に
立
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
41
年
に
は
、
春
と
秋
の
年
２
回
の
文
化
祭
を
行
う

な
ど
活
動
が
最
盛
期
を
迎
え
、
文
化
連
盟
は
、「
文
化
協
会
」
と
「
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
」
に
分
離
独
立
し
、
相
互
の
発
展
を
図
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
高
齢
化
が
進
み
文
化
活
動
が
多
様
化
し
た
も
の
の
各
団
体

の
会
員
が
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
19
年
に
再
度
合
併
。
両
協
会
を
合
わ
せ
て
42
団
体
で
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
の
文
化
連
盟
に
至
っ
て
い
ま
す
。

写
真
＝
平
成
20
年
に
行
わ
れ
た
芸
能
発
表
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№
１
４
６　
訓
子
府
町
文
化
連
盟
設
立
10
年
㊦

地
域
に
根
差
し
た
文
化
活
動　
豊
か
な
文
化
の
花
を
咲
か
せ
る
（
２
０
１
７
年
６
月
号
）

　

文
化
連
盟
が
10
年
の
節
目
を
迎
え
、
平
成
29
年
３
月
に
「
設
立
10
年

記
念
誌
」
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
誌
に
は
、
設
立
経
緯
や
活
動
経

過
、
加
盟
団
体
と
会
員
数
、
活
動
状
況
な
ど
10
年
間
の
歩
み
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
40
団
体
３
６
０
人
で
組
織
さ
れ
て
い
る

文
化
連
盟
は
、
合
唱
や
民
謡
、
俳
句
、
短
歌
、
陶
芸
、
社
交
ダ
ン
ス
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
文
化
の
振
興
は
、
町
民
相
互

の
交
流
を
促
進
し
、
新
た
な
地
域
の
活
力
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、
心

の
豊
か
さ
や
人
間
性
を
育
み
、
潤
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

文
化
連
盟
の
活
動
を
は
じ
め
、
地
域
に
根
差
し
た
文
化
・
芸
術
活
動

に
よ
り
、
町
に
お
け
る
地
域
文
化
創
造
の
芽
と
な
り
、
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
が
こ
れ
か
ら
も
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

写
真
＝
訓
子
府
町
文
化
連
盟
の
設
立
10
年
記
念
誌
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№
１
４
７　
新
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
て
㊤

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
高
く
、
昭
和
53
年
現
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
着
工
（
２
０
１
７
年
７
月
号
）

　

昭
和
52
年
こ
ろ
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
、
各
種
団
体
に
よ
る

競
技
ス
ポ
ー
ツ
や
体
力
の
維
持
増
進
、
健
康
管
理
、
老
化
防
止
な

ど
の
日
常
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
著
し
く
増
加
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
前
は
、
町
の
室
内

体
育
施
設
と
し
て
、
町
体
育
館
と
学
校
体
育
館
が
あ
り
、
両
施
設

と
も
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
町
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進
母
体
で
あ
る
体
育
協
会
は
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
企
画
運
営

し
て
お
り
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
の
高
さ
か
ら
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
需
要
に
応
え
、
町
で
は
、
開
基
80
周
年
の
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
53
年
を
目
標
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
が
実
現
し
ま
し
た
。

写
真
＝
町
体
育
館
で
の
卓
球
大
会
の
様
子
（
訓
子
府
町
史
か
ら
）
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№
１
４
８　
新
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
て
㊥

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成　
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
る
（
２
０
１
７
年
８
月
号
）

　

昭
和
53
年
12
月
17
日
に
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

同
日
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
落
成
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、

式
典
後
、
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
全
国
大
会
で
優
勝
経
験
を
も
つ
妹
背

牛
商
業
高
校
な
ど
を
招
待
し
、
交
歓
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
記

念
試
合
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
オ
ー
プ
ン
記
念
奨

励
月
間
を
設
定
し
、
こ
の
期
間
中
、
町
内
会
や
実
践
会
、
団
体
な

ど
が
催
し
を
企
画
し
て
、
数
多
く
の
利
用
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

が
行
え
る
ア
リ
ー
ナ
や
小
体
育
室
兼
卓
球
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

な
ど
を
備
え
た
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
支
え
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
に
親

し
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

写
真
＝
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
落
成
記
念
式
典
の
様
子
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№
１
４
９　
新
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
て
㊦

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
閉
館　
利
用
者
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
（
２
０
１
７
年
９
月
号
）

　

現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
53
年
に
建
設
さ
れ
て
以
来
、

38
年
間
に
わ
た
っ
て
多
く
の
利
用
者
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、

耐
震
強
度
が
低
い
こ
と
や
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
９
月
30
日
を
も

っ
て
閉
館
。
平
成
31
年
４
月
に
新
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
す
る

予
定
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
閉
館
に
伴
い
、
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
「
ス
ポ
セ
ン
思
い
出
写
真
展
」

や
「
落
書
き
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置
、個
人
利
用
の
方
へ
の
「
無

料
開
放
」、「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
な
ど
の
閉
館

事
業
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
閉
館
ま
で
の
一
日
一
日
を
記
念
す
べ
き
日
に

し
ま
し
ょ
う
。

写
真
＝
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
「
ス
ポ
セ
ン
思
い
出
写
真
展
」

（
左
下
）
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№
１
５
０　
青
年
団
体
の
活
動
の
拠
点　
青
少
年
研
修
館
㊤

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
青
少
年
研
修
館
（
２
０
１
７
年
10
月
号
）

　

昭
和
53
年
11
月
、
青
少
年
の
学
習
活
動
・
団
体
活
動
の
場
と
し
て

青
少
年
研
修
館
が
開
館
し
ま
し
た
。
開
館
後
、
昼
は
主
に
少
年
団
体
、

夜
は
青
年
団
体
と
各
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
町
内
の
青
年
団
体
で
あ
る
訓
子
府
町
青
年
団
体
連
絡
協
議

会
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
打
ち
合
わ
せ
や
準
備
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
は
、
農
業

青
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集
い
の
開
催
な
ど
に
施
設
を
活
発
に
利
用
す

る
な
ど
青
少
年
研
修
館
が
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

開
館
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の
思
い
出
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
た
青
少
年
研
修
館
は
、
青
年
団
体
の
活
動
の
拠
点
と
し
て

約
40
年
を
経
て
も
な
お
大
切
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

写
真
＝
青
少
年
研
修
館
外
観
（
昭
和
53
年
）
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№
１
５
１　
青
年
団
体
の
活
動
の
拠
点　
青
少
年
研
修
館
㊦

次
世
代
に
つ
な
ぐ　
輝
か
し
い
研
修
館
の
思
い
出
（
２
０
１
７
年
11
月
号
）

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
10
月
に
解
体
さ
れ
た
青
少
年
研
修
館
。
10
月

５
日
に
は
、
青
少
年
研
修
館
閉
館
式
が
行
わ
れ
、
訓
青
協
や
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

の
Ｏ
Ｂ
、
現
会
員
な
ど
約
40
人
が
見
納
め
と
な
る
研
修
館
に
集
ま
り
ま
し

た
。

　

閉
館
式
で
は
、
各
青
年
団
代
表
が
研
修
館
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
、

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
ら
は
研
修
館
で
過
ご
し
た
思
い
出
を
語
る
と
と
も
に
、
現
会

員
に
対
し
て
「
こ
の
研
修
所
で
出
会
っ
た
仲
間
や
活
動
し
て
き
た
こ
と
な

ど
は
財
産
だ
と
思
う
。
ぜ
ひ
、
次
世
代
に
伝
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
期
待
を
寄
せ
て
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

39
年
間
と
い
う
長
い
間
、
青
少
年
た
ち
の
活
動
を
支
え
た
青
少
年
研
修

館
。
輝
か
し
い
思
い
出
は
、
次
の
世
代
へ
と
つ
な
が
れ
て
い
き
ま
す
。

写
真
＝
青
少
年
研
修
館
解
体
前
の
９
月
に
青
年
た
ち
が
集
い
開
か
れ
た
「
あ

り
が
と
う
パ
ー
テ
ィ
ー
」
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№
１
５
２　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

「
青
年
サ
ミ
ッ
ト
・
イ
ン
・
訓
子
府
」
を
開
催
（
２
０
１
７
年
12
月
号
）

　

今
か
ら
25
年
前
の
平
成
４
年
11
月
４
日
に
、
次
世
代
を
担
う
青
年
た

ち
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
起
爆
剤
に
し
よ
う
と
、
当
時
の
国

土
庁
の
職
員
を
招
い
て
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
青
年
サ
ミ
ッ
ト
・
イ

ン
・
訓
子
府
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

青
年
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
訓
子
府
農
業
の
展
望
や
商
店
街

の
活
性
化
、
訓
子
府
の
知
名
度
を
ど
の
よ
う
に
し
て
全
国
的
に
広
め
て

い
く
か
な
ど
、
青
年
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
ま
た
、
国
土
庁
職

員
か
ら
は
「
地
域
づ
く
り
は
、
地
域
に
住
む
住
民
の
意
欲
と
努
力
が
大

き
い
。
地
域
で
知
恵
を
し
ぼ
り
、
活
動
す
る
こ
と
に
対
し
、
国
と
し
て

支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
年
サ
ミ
ッ
ト
で
語
り
合
っ
た
青
年
た
ち
の
熱
意
は
、
25
年
の
月
日

が
経
つ
今
も
な
お
、
現
在
の
訓
子
府
の
ま
ち
づ
く
り
に
受
け
継
が
れ
て

い
き
ま
す
。

写
真
＝
「
青
年
サ
ミ
ッ
ト
・
イ
ン
・
訓
子
府
」
交
流
会
の
様
子
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№
１
５
３　
「
き
ら
き
ら
本
舗
」
で
行
う
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
㊤

安
全
で
安
心
な
食
事
を
配
達
（
２
０
１
８
年
１
月
号
）

　

単
身
高
齢
者
や
単
身
障
が
い
者
を
対
象
に
配
食
を
行
う
「
配
食
サ
ー

ビ
ス
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
福
祉
サ
ポ
ー
ト
「
き
ら
き
ら
本
舗
」
が
町
か
ら
委
託
を
受

け
て
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
利
用
者
は
町
内
会
か
ら
実
践
会
ま
で
約

30
件
。
月
・
水
・
金
曜
日
の
夕
食
時
に
職
員
８
人
が
配
食
を
行
い
ま
す
。

　

業
務
と
し
て
は
、
献
立
の
作
成
や
食
事
の
調
理
、
配
達
、
回
収
を
行

い
、
ま
た
、
配
食
時
に
は
利
用
者
の
方
と
直
接
会
っ
て
、
安
否
確
認
も

実
施
し
ま
す
。
献
立
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
調
理
師
免
許
を
取
得
し
て

お
り
、
カ
ロ
リ
ー
計
算
や
減
塩
の
ほ
か
、
冷
凍
食
品
を
使
わ
ず
に
す
べ

て
手
作
り
の
も
の
を
使
う
な
ど
、
心
を
込
め
て
、
安
全
で
安
心
な
食
事

を
届
け
て
い
ま
す
。

写
真
＝
お
年
寄
り
な
ど
の
た
め
に
心
を
込
め
て
調
理
し
て
い
ま
す
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№
１
５
４　
「
き
ら
き
ら
本
舗
」
で
行
う
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
㊦

利
用
者
の
た
め
に
心
を
込
め
て
（
２
０
１
８
年
２
月
号
）

　
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
を
約
10
年
間
続
け
て
い
る
中
で
、
利
用
者
の

方
か
ら
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
か
ら
単
身
で
も
暮
ら
し
て
い
け
る
。

こ
の
事
業
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
謝
の
声
が
あ
っ
た
り
、

配
達
の
際
に
利
用
者
が
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
す
る
場
面
も
あ

り
、
高
齢
者
の
見
守
り
と
し
て
の
活
躍
も
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
生
徒
受
け
入
れ
を
行
っ

て
お
り
、
年
４
回
、
現
場
実
習
と
し
て
一
緒
に
調
理
を
す
る
な
ど
、

生
徒
の
進
路
の
手
助
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
利
用
者

を
増
や
し
な
が
ら
職
員
の
技
術
向
上
を
め
ざ
し
、
利
用
者
の
た
め
に

心
を
込
め
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

写
真
＝
利
用
者
か
ら
感
謝
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
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№
１
５
５　
「
訓
子
府
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
」
設
立
70
周
年
㊤

若
者
の
力
で
活
力
を　
地
域
再
建
に
立
ち
上
が
る
（
２
０
１
８
年
３
月
号
）

　

訓
子
府
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
が
、
昭
和
21
年
に
設
立
さ
れ
て
か

ら
平
成
28
年
で
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
訓
青
協
は
、
戦
後
復
興
の
た

め
訓
子
府
村
に
活
力
を
取
り
戻
そ
う
と
青
年
た
ち
が
立
ち
上
が
り
、
農

家
や
市
街
地
、
農
協
、
役
場
を
中
心
に
訓
子
府
村
青
年
団
と
し
て
結
成

さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　

日
本
中
が
貧
し
い
中
で
も
青
年
た
ち
は
、
弁
論
大
会
や
相
撲
大
会
、

陸
上
競
技
大
会
な
ど
を
盛
ん
に
開
催
し
ま
し
た
。
昭
和
53
年
に
は
活
動

の
場
で
あ
る
青
少
年
研
修
館
が
建
設
さ
れ
、
よ
り
一
層
活
動
が
活
発
化

し
ま
し
た
。
昭
和
55
年
２
月
に
は
、
さ
む
さ
む
ま
つ
り
が
訓
青
協
の
呼

び
掛
け
に
よ
り
実
施
。
商
工
会
青
年
部
や
太
鼓
同
好
会
、
青
年
学
級
な

ど
が
賛
同
し
、
翌
年
か
ら
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
再
建
に
立
ち
上
が
り
、
努
力
を
続
け
て
き
た
若
者
の
活
発
な
活

動
は
今
も
な
お
、
現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

写
真
＝
訓
青
協
の
呼
び
掛
け
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
さ
む
さ
む
ま
つ
り
（
昭
和
55
年
）
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№
１
５
６　
「
訓
子
府
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
」
設
立
70
周
年
㊦

活
躍
す
る
青
年　
未
来
へ
新
た
な
一
歩
（
２
０
１
８
年
４
月
号
）

　

70
周
年
を
迎
え
た
訓
子
府
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
は
、「
70

周
年
記
念
誌
」
を
発
刊
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
９
年
に

編
集
さ
れ
た
「
50
周
年
記
念
誌
」
の
発
刊
か
ら
20
年
が
経
過
し
、

訓
青
協
が
創
立
70
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
編
集
作
業
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

記
念
誌
に
は
、
訓
青
協
の
あ
ゆ
み
や
歴
代
会
長
の
訓
青
協
に
対

す
る
思
い
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
町
内
の
青
年
約
30

人
が
所
属
し
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
や
さ
む
さ
む
ま
つ
り
を
は
じ
め

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
ほ
か
、
芸
術
活
動
と
し
て
合

唱
に
取
り
組
み
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
す
る
な
ど
輝
か
し

い
成
績
を
残
し
、
若
者
の
力
が
町
に
活
力
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
の
未
来
へ
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

写
真
＝
訓
青
協
創
立
70
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
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№
１
５
７　
「
訓
子
府
町
商
工
会
」
創
立
60
年
①

訓
子
府
の
商
工
業
を
支
え
60
年
（
２
０
１
８
年
５
月
号
）

　

訓
子
府
町
商
工
会
の
通
常
総
会
が
、
５
月
17
日
に
開
か
れ
ま
す
。
総

会
は
第
60
回
目
と
な
り
、
商
工
会
が
創
立
60
年
目
に
入
り
ま
す
。

　

訓
子
府
の
商
業
な
ど
は
、
明
治
40
年
に
雑
貨
店
が
１
軒
開
店
し
た
こ

と
が
始
ま
り
で
、
大
正
７
年
に
雑
貨
商
組
合
が
発
足
し
、
後
に
商
交
組

合
と
名
称
を
変
え
、
昭
和
15
年
に
商
業
組
合
法
に
よ
り
商
交
組
合
が
再

発
足
。
同
22
年
に
商
業
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ
た
が
、
２
年
後
に
解
散
。

同
25
年
に
再
度
商
交
会
が
組
織
さ
れ
、
続
い
て
組
織
さ
れ
た
工
業
組
合

と
同
34
年
に
合
併
し
、
任
意
商
工
会
、
さ
ら
に
翌
35
年
に
「
商
工
会
の

組
織
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
法
制
商
工
会
と
し
て
１
５
７
人
の
会

員
で
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
業
の
発
展
へ
同
45
年
に
拠
点
施
設
「
商
工
会
館
」
が
完
成
し
ま

し
た
。

写
真
＝
昭
和
45
年
に
完
成
し
た
商
工
会
館
（
平
成
22
年
４
月
撮
影
）
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№
１
５
８　
「
訓
子
府
町
商
工
会
」
創
立
60
年
②

ま
つ
り
で
も
商
工
業
、
町
全
体
を
盛
り
上
げ
（
２
０
１
８
年
６
月
号
）

　

商
工
会
は
、
法
律
（
商
工
会
法
）
に
基
づ
き
、
町
村
に
設

立
さ
れ
た
公
的
団
体
で
、
町
内
の
商
工
業
振
興
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
の
大
売
り

出
し
や
優
良
従
業
員
表
彰
、
さ
ら
に
販
売
促
進
や
消
費
者
還

元
の
一
環
と
し
て
昭
和
38
年
に
「
シ
ー
ル
店
会
」
が
発
足
、

平
成
３
年
か
ら
は
「
メ
ロ
ン
ス
タ
ン
プ
会
」
と
し
て
現
在
も

事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
商
工
業
を
中
心
に
町
全
体
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
商

工
祭
り
を
開
催
、
昭
和
40
年
か
ら
は
「
夏
ま
つ
り
」、
同
52

年
か
ら
「
く
ん
ね
っ
ぷ
夏
ま
つ
り
」
と
称
し
、
同
55
年
か
ら

関
係
団
体
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

と
し
て
開
催
。
訓
子
府
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
定
着
し
、

毎
年
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

写
真
＝
開
基
80
周
年
記
念
協
賛
仮
装
パ
レ
ー
ド
（
昭
和
52
年
）
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